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＜病棟連絡事項＞
・定期心電図2/20予定。
・虐待防止委員会では虐待防止に関する標語を募集しています。虐待防止に関する標語を考え、メールへ返信をお願い致します。
・危険物の保管場所に注意しましょう。洗剤類はBユニットトイレ倉庫、AユニットドライヤーはBユニット詰所に保管しています。
＜ベッドコントロール＞
・山谷　由香様～主治医より北病棟転出について許可あり。
・高山　勉様～東病棟Dユニットから西病棟Aユニット50号室へ転入となる。

＜患者様連絡事項＞
・小田　沙也加様～ハップスター処方あり。
・大塚　勇人様～臨時薬2/18～分処方あり。
・中村　聡様～臨時薬2/18～分処方あり。
・寺井　恵利子様～臨時薬2/18～分、ピコスルファートNa内用液処方あり。夕食後薬にクロザリル（25）1Tが追加となる。
・木口　柊太郎様～便秘時ピコスルファートNa内用液、不穏時リスパダール内用液（1）1P、不眠時クービビック（50）1Tの指示・処方あり。
・小山　仁様～電話での主治医面談を2/19(木)15：10で依頼済。
＜要注目患者様ケース検討＞

・小倉　信子様～婦人科受診をしたいと繰り返し訴え落ち着かず。本日主治医不在であるため明日の診察で情報提供していく事を説明するも理解不良。「ドロドロしているものが出ている。」という訴えがあったため本人から話があった際には量や性状の確認していく。
・小田　沙也加様～帰宅要求やシャワー室が使えない事に対し不満訴えあり落ち着かず9：45不穏時リスパダール内用液（1）1P服用している。
・泉　沙耶様～昨日準夜帯、断続的に地団駄や壁蹴りあり介入要していたが日中は粗暴性目立たず。
・山谷　由香様～気分高揚や多弁性あり。一時的に疎通性不良となることがあり。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・平山　敬之様～他患者様が周囲を見ずに行動されており接触し、「ぶっ殺すしかないんですか？」と口調強く話されていた経緯があったがその後トラブルには至っていない事、夜間は一度頓用服用し入眠されていた事、間違ってくクレジットカードを申し込んでしまったと相談があり、借金に繋がると認識は出来ており解決策を考えている様子である事を情報提供行っている。診察時は、調子は悪くはないが、気分変動はあると言えばあるし、ないといえばない事と話されている。夜間の睡眠もとれているとの事で、眠剤調整はせず処方変更無し。
・木村　浩聡様～外出へ行かれているため、精神変調ないこと、本日検察官の呼び出しがあり外出へ行かれている事を情報提供行っている。処方変更なし。
・沢田　秋子様～妄想言動なく落ち着いて過ごされ作業療法にも参加されている事、血圧は150～160台で経過され一時的に180台となるも自覚症状ないことを情報提供行っている。診察時は不調訴えなし。処方変更なし。
・畑山　幸子様～不調訴えあるも詳細は応えず、安静促している事、食事は数口のみが2回あり他1/4～2/3程度摂取され、昨日排便はあった事、退院支援に関し、ご家族様は施設入所希望で、南部町　南郷　八戸市等　日中活動も施設で完結している所がいいと希望があり候補を探していく方向である事、ご本人様は、自宅が良いが今の状態では戻れないのは分かっている事、“個室、他床室”どちらでもよいが金銭面が心配なため費用が高くならないようにしたい　と希望が聞かれている事を情報提供行っている。診察時は、ふらつきがあり作業療法にも出られない事があった事や食事があまり食べられない事を活気無く話されている。活気も無く抑うつ傾向である事から薬剤調整あり、
・小泉　裕子様～水の神様に関する妄想言動や被毒妄想あり促しにも拒薬がみられていた事、夜間帯　浅眠～不眠で過ごされ断続的にトイレ往復があった事、妄想言動活発でスタッフをかえ訴え頻回にあった事を情報提供行っている。診察時も、入浴は、病院の浴室が危険であるから入らない　といった妄想言動聞かれている。処方変更あり、夜間不眠傾向であることから、ブロチゾラム→コントミン　へ変更となる。
・四戸　多美子様～同室患者様より妄想の対象となっている事や部屋に侵入されている事等に不満言動あり居室変更行っている事、居室変更後も、同室者の行動で眠れない　といった不満言動が聞かれている事、退院支援に関し、長男様はケアマネとのやり取りをしていない様子あり、今後の相談を行って頂く為にも連絡をして頂きたい事を長男様へお伝えしている事を情報提供行っている。診察時も、他患者様の行動や物音等が気になると話されているも口調は穏やか。他花粉症との事で点眼薬希望にて　オロパタジン点眼　処方となっている。他処方変更なし。
・田端　香織様～流延著明で確認行為頻回さ変わらず、時折易怒性もある事、食事は1/3～2/3　程度摂取され夜間は良眠されている事、本日外出予定であることを情報提供行っている。診察時は、幻聴はあまりない　と話され他外出に関しての確認を話されている。処方変更なし。
・泉　沙耶様～易怒的な口調での独語をしながらの徘徊や粗暴行為はあること、食事の際等、声掛けにも布団を被ったまま臥床し返答ないことが多く食事も4回ほど拒食がある事を情報提供行っている。診察時は、イライラはありますか？との主治医からの問いに、無言で首を傾げている様子あり、他体調を問われると低温で返答さている。2/24　デポ予定であるが、ご本人様より、“臀部ではなく肩で”と希望あり、主治医了承されている。処方変更なし。
＜皮膚科診察情報＞
・大塚　勇人様～同前処置継続指示あり。
・木口　柊太郎様～臨時薬Rp.レボフロキサシン（500）1T1×夕　5日分処方。1/21までの処方となり、その後は皮膚科まで2日間は内服せず経過見たいとの事。他同前処置。
・古積　幸太様～臨時薬ミノマイシン中止、タベジール継続。ナジフロキサシンクリーム1本処方。他同前処置。
・曽我　正子様～2/20両足底鶏眼スピール膏貼付し、2/24鶏眼摘除予定。同前処置継続指示あり。
・小倉　信子様～診察時妄想言動著明で易怒性あり。膀胱炎であるため婦人科受診したいと頻回に訴え聞き入れ不良さあり。陰部診察し、治癒のため皮膚科終了。
＜倫理カンファレンス＞
・春日CWの事例をとりあげてカンファレンスしています。
＜転入患者様情報＞
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 なし

洗濯 家族  

喫煙 なし
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最終入浴日（令和8年2月16日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

【退院】自宅

現在の処置 なし

ADL

備考

【緊急時】搬送

【持参薬】あり（代替希望）

【既往歴】HT、前立腺肥大疑い

【アレルギー】なし

【ワクチン】なし

【売店】上限なし

【貴重品】なし

最終排便（令和8年2月15日）

精神症状 なし

問題行動 なし

処遇制限 なし

 常食

 

上総義歯、下両側義歯　※自歯は下の前歯のみ

入院年月日 令和8年1月23日　（1回目）  入院形態　：　任意

病名  主病名　：　アルコール依存症  身体合併症　：　高尿酸血症、肝機能障害、不安神経症、ビタミンＢ１欠乏症、不眠症

患者様氏名 高山 勉  　様  担当主治医　：　田名部　茂
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